
 

 

２年４組 

「 ぼく 」 

 

「ぼく」という男の子が、「ぼく」の好きなことを語り、最後に一番好きなものは

「ぼく」であるといいます。授業では、その理由を考え「ぼくがいないとなにもで

きない」「ぼくがいれば家族にも会える」「楽しいことをできる」などの考えがでま

した。自分のいいところを「じぶんへのしょうじょう」として作りました。自分の

いいところに気付き、自分自身を大切にしようという気持ちが高まりました。 


